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　　　　　　　　　　　　　　幸艮　　文
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・所沢市の試錐井とそれに関連する地表および地下地質
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　Kazuo　MoRI，Toshihiro　KAKIMI，Katsur＆OYAMA，

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Masao　IsHIDA，Jun　AKuTsu　and　Te勾i　TAJIRI

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Abstract

　　　　　The　studied　area　comprizing　Azuyama　Hi11，Sayama　Hill　and　Musashino　Upland　is

situated　geologically　in　the　westem　part　of　the　Kanto　Tectonic　Basin。For　the　purpose　of圭n－

vestlgating　the　Iate　Cenozoic　geology　and　crustal　movement　of　the　area，two　test　wells，one　is

240mindepthatNiizaandtheother210matTokorozawa，werebored．Lithofaciesofcpre

samples　and　molluscsンforaminifers，pollen＆nd　spores，and　di＆toms　were　examined．The

Earth’s　sur£ace　and　subsur魚ce　geological　d＆ta£rom　in　and　around　those　wellsρnd　the　resis－

tivity　log　data　obtained　from翫rtesian　wells　were　collected　and　corαpiled翫s　shown　in　Figs．7，8

and9．The　stratigraphic　sequences　of　the　area　are　as£ollows：

Azuyama　Hil1

K，anto　Loam

UpPer　Toyooka　Gravel

Lower　Toyooka　Gravel

Bushi　clay

H：anno　Gray

Sayama正lill

Kanto　Loam

Imokubo　Gravel

Yatsu　Clay

Mitsugi　Grave1

Tokorozawa＆nd　Niiza
Wells

Gravels　and　Kanto　Loam

Tokorqzawadai　Gravel

Imokubo　Grave1

“M’，Formation

“K，，Formation

　　　　　　Ofthese，the　Toyooka　and　Imokubo　Gravels　are　correlated　with　the　middle　Pleistocene

Narita（Sagami）Group，and　the　fomユations　lying　unconformably　under　them　belong　to　the

Miura（Kazusa）Group　of　Pliocene　alld　lower　Pleistocene＆ge．The　base　of‘‘M”Formation

in　the　undergr6und　geologic　sequences　is　traceable　widely，and　therefore，this£ormation，as

well　as　the　overlying　Imokubo　Grabel，was　correlated£omlerlyby　one　of　the　authors（MoRI，

1969）with　the　Narita　Group．It　is　inferred，however，that　the“M”Formation　should　be

correlatedwiththeMiuraGroup，aswellastheunderlying“K”Formation，becausetheunder．

ground“M，，Formation　seems　to　be　successive　smoothly　with　the　Yatsu　Clay　and　Mitsugi

Gravel　in　the　Sayama　H：ill　as　shown　in　Fig．7．
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1．　ま　え　が　き

　平野部の地下地質の研究においては，その周辺の丘陵

地などで観察できる地表地質と地下の地質の関連を求め

なければならない．地下の地質資料としては，主として

水井戸さく井資料（ごく浅層の地下地質の場合は地盤調

査のための試錐資料）があり，関東一円のように地下水

開発の進んだ地域では，多数の資料が収集できる利点が

ある．

　水井戸資料のうち地質に関する資料は，地質柱状図・

電気検層図・掘り屑の標本などである．この場合の掘さ

く方法は綱掘りが多く，地層を粉砕して掘り進む関係

上，詳細な地層の堆積構造や累重状態などがつかまえ難

く，標本についても粉砕・水洗された掘り屑であるなど

の欠点が指摘できる．したがって地下地質の細部につい

ての研究・検討には，コァ採取を重点においた試錐が必

要となる．関東平野部のように，多数の水井戸資料が存

在している場合には，そのなかにコァの採取された試錐

地点がわずかでも存在すれば，周辺の地下地質唐報の信

頼度は飛躍的に増大するであろう．

　地殻活構造研究グループでは，関東造盆地運動の実態

を究明するための関東平野浅層部の地下地質の研究にお

いて，上記のような意味で，埼玉県新座市大字野火止字

中沢1，318番地の市有地に深度240m（1970年2月完了），

同県所沢市安松新田1，538番地の市有地に深度210m

（1970年10月完了）の地質調査のための試錐を行なった．

　新座市の試錐については，すでに阿久津（1971）が化

石珪藻の生態を研究し，あわせて岩相および電気検層な

どから地層区分を行っている。

　一方この試錐による調査と平行して，筆者のうち森・

垣見はこれらの試錐井の西方に分布する阿須山丘陵・狭

山丘陵の地表地質の調査をも実施し，また関東平野一帯

の地下水の研究の一部である水井戸の地質資料の検討を

行った．両試錐の位置および周辺の関連調査地域につい

ては第1図を参照されたい．

　本文では試錐井についての岩相区分・化石による堆積

環境の特徴などについて述べ，地質と試錐井を含む地下

地質資料との関連について記した．

　なお筆者らの研究担当項目はそれぞれ次の通りであ

る．

　試錐全般の企画……………森・垣見

　試錐コアの岩相区分………垣見・森

〃　　　　　 〃

〃　　　　　〃

〃　　　　　〃

〃　　　　　〃

貝化石・・……

化石珪藻一
化石有孔虫・・

化石花粉・・…

　丘陵地の地質調査……・

　地下地質および全体のとりまとめ……森

　本稿をまとめるにあたり，植物化石を鑑定していただ

いた燃料部尾上亨技官，試錐について助言していただい

た地質部河合正虎技官，応用地質部木野義人技官，重鉱

物について助言していただいた地質部小野晃司技官の各

位に厚く御礼申し上げる．

・・大山

・・阿久津

・・石・田

一田尻

垣見・森

2・従来の研究の概要

　2・1　阿須山丘陵および狭山丘陵の地質

　阿須山丘陵は，福田・高野（1951）によって下から飯

能礫層・仏子粘土層（以上鮮新世）および豊岡礫層（更

新世）の3層に分けられている．狭山丘陵の構成層は羽

鳥・寿円（1958）によって狭山層（更新世）と一括命名

され，これをさらに下から三ツ木礫層・谷ツ粘土層・芋

窪礫層と細分された。また羽鳥・寿円（1958）らは両丘

陵の関係について，豊岡礫層中の火山灰性の粘土の有色

鉱物が角閃石であり，狭山層中に含まれるものも同様角

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　の
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　　　　　　第1図　試錐位置と地質断面線
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埼玉県新座市・所沢市の試錐井とそれに関連する地表および地下地質（森・垣見・大山・石田・阿久津・田尻）

閃石であるところから，豊岡礫層が狭山層全体に対比さ

れるとし，したがって第三紀の飯能礫層・仏子粘土層は

狭山丘陵では地下深所にあると考えた．しかしその後埼

玉日曜巡検会ほか（1970）は芋窪礫層中の火山灰層と多

摩ローム層の白色軽石群中の有色鉱物がともに角閃石で

あること，一方谷ツ粘土層の凝灰岩には角閃石のほか輝

石も相当量含まれるとし，芋窪礫層と谷ツ粘土層は不整

合とした．また谷ツ粘土層中から拓鰯螺吻∬・鵤その

他を発見し，谷ツ粘土層以下の地層を三浦層群注1）に属

すべきものとした．しかし谷ツ粘土層以下の地層と阿須

山丘陵の仏子粘土層以下の地層との関係は未解決のまま

残されて恥る．町田（1973）は豊岡礫層を上・下の2層

に分け，両者は不整合であるとし，またこのうちの上部

豊岡礫層が芋窪礫層とほぼ同時期のものと考えた．

　2．2　武蔵野台地の地質

　森（1969）は武蔵野台地の地下地質を下位より三浦層

群（多摩丘陵構成層），下部M互層，上部M互層，M互層

上位の礫層，武蔵野礫層に区分した。また阿久津（1971）

は新座市試錐井の地層をA層～G層の7層に区分し，両

者の対比を第1表のように行った．森は武蔵野台地地下

に分布するM互層について，多摩丘陵の地層群に対比さ

せる積極的根拠がないことから，三浦層群より上位の地

層であり，城北部地下などの成田層群の一部に連なるも

のとした．またM互層の地表における相当層は狭山丘陵

の三ツ木礫層・谷ツ粘土層であると考えた．なお新藤

（1970）は，森のM互層にほぼ相当する地下の地層を東

京層群下部層と名付けたが，地表における相当層につい

ては，森と同様に三ツ木礫層・谷ツ粘土層であるとして

いる，

第1表　地　層　区　分

本文（1974）　阿久津（1971） 森　（1969）

武蔵野礫層 B 層 武蔵野　礫　層

・3・阿須山丘陵と狭山丘陵の地表地質

　（第2・3図参照）

所　沢　礫　層

芋　窪　礫　層
C　　層　　M互層上位の礫層

上部M互層

下部M互層

　　　D　層　　上部M互層M
互　　E　　層
　　　　　　　　下部M互層層
　　　F　　層

M
互

層

K　　層 G　　層　　三　浦　層　群

注1）広義・すなわち三浦半島から多摩丘陵にかけての中新世中期か

　ら更新世前期までの地層の総称，最近は・この中の黒滝不整合
　（鮮新世初期）を境に上位を上総層群，下位を三浦層群（狭義）

　と2分して呼ばれることが多い．この場合にはこの地域の三浦層

　群は上総層群にあたる．

　ここでは，地下地質との関係上必要な項目について，

ごく簡略に記載する．両丘陵の詳しい地質と対比につい

ては，筆者¢）うち垣見・森が現在も調査中であり，稿を

改めて報告する予定である．

　3コ　阿須山丘陵

　3。L1飯能礫層
　阿須山丘陵を縦断する国鉄八高線西側の土取場，同線

北東部の砂利採石場などに厚さ60mにおよぶ大露頭がみ

られる。層理不明瞭な大小の円～亜円礫からなり，最大

礫は40cm台のものを含む．礫種は先第三系の砂岩・

粘土岩・礫岩・チャート・ホルンフェルスおよび比較的

多量の花闇岩類からなる．チャート・ホルンフェルスを

除き一般に風化礫となっているが，山体中心部まで採掘

した砂利採石場では，比較的硬質礫となっている．一方

基盤（古生層）に近い西側では凝灰質泥炭層や炭質物の

挾在が認められる．阿須山丘陵上からのさく井資料で

は，本礫層は90mの厚さが確認されている．

　3。1．2仏子粘土層

　阿須山丘陵での本層は，武蔵野炭砿西部を最下部とし

て，牛沢の貝層露頭の約500m下流の入間川河岸を最上

部とする．層厚120～150mを有する。大きくみてシルト

・泥岩・砂・砂礫・凝灰岩の互層である．本層には暗緑

～褐色の厚い塊状凝灰岩注2）AT、，AT2，AT3（有色鉱物

・はいずれも角閃石・シソ輝石・普通輝石からなる）の3

枚が確認される．上半部はシルト・泥・砂の単調な互層

となっている．中部一帯には砂礫層がよく発達する．下

部にほ亜炭層を挟在する（第3図参照）・また本層の下部

と上部（入間川右岸，いわゆる牛沢貝層）に貝化石が産

出する．鑑定された貝化石の属・種名は以下のとおりで

ある．

　L　入間市寺竹西の墓地付近（仏子粘土層最下部）：

067痂46α伽伽伽5ぎ5（MARTIN），∠副徽（S6ζψhα吻錫6．

676ηα彪（LIscHKE）9，．Z）03吻宛P6痂豆1彪如　（REEvE），Eα勧12nα

（Mo6761」α）P6ぬ∫ho6n5ゴ5（GRABAU＆KING）．

　2・入間市上谷ケ貫北方の峠から300m北の地点（仏

子粘土層下部）：．8α」乞1♂α吻zon漉5（BRUGUI危RE），067露hぎ一

46砂吻副齢（MARTIN），オnα伽α（3αψhα76α）躍6678n磁

注2）風化して泥状となったマトリックスの中に大量の新鮮な造岩鉱

　物粒を含む，淘汰はまったくないが）2～数m単位で級化が認め

　られる。チャートなどの円礫，泥礫，植物破片などが含まれてい
　る場合がある・いずれも浅い淡水中に流下した火山灰質泥流堆積

　物と思われる．
　　本論で・塊状凝灰岩としたものは・狭山丘陵のものを含めて，

　すべて上記のような特徴を有する．
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（LIscHKE），∠4ηo痂α1∫50hんθ∫DAuTzENBERG＆nd　FlscHER，

αα∬05舵α9∫9α5（THuNBERG），7ケψθz彪規砂鰯％窺（REEvE），

L顔nα伽瓢伽αOYAMA，D・5∫痂ブ‘ψ・η吻（REEvE），（か6」乞ηα

o伽嬢5（SowERBY），α6窺6吻師h8厩MABILLE．

　3・入間市牛沢，入間川右岸（仏子粘土層上部，いわ

ゆる牛沢貝層）：動詔α吻zoη詔5（BRUGUI竜既），σ67∫痂46α

伽加∫6励（MARTIN），温ηα伽α（T3g砺6α）g7αη05α（LINN－

AEus），∠皇・（36ψhα76α）躍6676η4乱z（LISCHKE），z1ηoηz毎あ56hん6乞

DAuTzENBERG　and　FlscHER，07α∬05舵α9㎏α5（THuNBERG），

0・肋％1αゴ‘ψ・伽PR・ME，乃‘ψ・Z伽卿伽（REEVE），伽ゑ一

ηα伽離απαOYAMA，D・5づ痂P6廊IJ伽（REEVE），⑦61伽

07乞8吻傭（SowERBY），α餓6η痂磁h616漉MABILLE，ハ4αoo伽

ゼη60η97襯v，MARTENS．

　以上はいずれも内湾の潮間帯から深さ数mまでの環境

を示す．牛沢貝層の一部には0郷5・5舵αg2g∬の密集帯

があるが，その層準にはかなりの量のσ07肋ぬを混入し

ているのが特徴的である．

　植物化石は，本層最下部からQ槻鰯sp．多数，下部か

らM8∫傭9％吻4綱6加MIKIの球縣2コを得た。

　3・L3豊岡礫層

　豊岡礫層のよく観察されるところは，仏子の南の角鳳

団地の崖一帯であり，付近の沢底まで30数mの厚い礫層

が認められる。礫層中には2枚の薄い凝灰岩（降下火山

灰層AT4など）が挾在し，その有色鉱物は角閃石だけ

である．またレンズ状にシルト，砂が挟在する．礫は風

化が著しく，福田ら（1951）が指摘したように花闇岩礫

がほとんど認められない特徴がある（飯能礫層，仏子粘

土層中の礫層には，花闇岩礫が普遍的に認められる），下

位の仏子粘土層とは不整合の関係にあるが，町田（1973）

はさらに本礫層中に不整合を認め，これを境に上部豊岡

礫層・下部豊岡礫層に分けている．筆者らも町団の指摘

する個所に侵食凹凸面を認めているが，これが広範に連

続する不整合面であるかどうかは未確認である。本論で

は一応町田の見解に従っておく（第2表）．この場合，上

述の2枚の凝灰岩はいずれも下部豊岡礫層に属する．

　3．2狭山丘陵
　3。2．1三ツ木礫層、

　三ッ木礫層は，箱根ケ崎一帯の塊状凝灰岩ST、，ST2

とその間のシルト層などからなる約20mの下部層・礫，

塊状凝灰岩（ST3），シルト，砂の互層約40mの中部層・

阿須山丘陵（α～ゴ1
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砂

砂礫
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囮s廠灰岩
日tl薄い凝灰岩

画］　貝化石・植物化石

阿須山丘陵と狭山丘陵の模式柱状図

類似する．

　3・2・2谷ツ粘土層

　丘陵中南部の神明谷戸の土取場一帯に分布する．層厚

は15m＋で下部に貝化石，植物化石を含む．シルト岩～

泥岩を主体として小礫・砂の薄層，2枚のごく薄い凝灰

岩（降下火山灰）を挟在する．この凝灰岩の有色鉱物はシ

ソ輝石・角閃石・普通輝石からなる．貝化石は青灰色細

粒シルト岩から産し，次の種名が鑑定されたゴBα劒α吻

zon廊（BRuGul直RE），σ67痂伽伽加伽5ぎ5（MARTIN），

z4照4α7α（T6g磁γα6α）g7απ05α（LINNAEus），A．（50ψhα7‘α〉

励676傭α（LlsGHKE），漁56ぬ556πhα諭α（REEvE），愉o・規α

∫n6・πg7襯v．MARTENS．これらは内湾性の潮問帯の環境を

示し，大部分は牛沢貝層のそれと共通である．

　植物化石は，埼玉目曜巡検会ほか（1970）によって

孤吻569πo毎4翻6hαMIKI，九g伽5膨9醐η6吻CHANEY，

Mα9ηo吻んo肱5Dc．，SJ6ωα7痂窺o紹4吻hαS．et　Z．，S夢7ακ

ブψo痂％5S．etZ，が知られているが，筆者らも同じとこ

ろから以下のものを見出した．瀬6彪56g顔α4翻6加MIKI，

αzψ伽鉱5　1αx40ブα　BLuME。，C61あ5sp．，　陥諺5砲7毎　sp。，S妙7αガ

∫ψ・π初SIEB．and　ZUGC．（鑑定は燃料部尾上亨技官によ

る）．

　3．2・3芋窪礫層
　芋窪・大鐘など丘陵の東部一帯によく発達し，大鐘で

は下部が砂層となっており，浮石を多く含む．豊岡礫層

と同様に風化が著しい．浮石の有色鉱物は角閃石であ

る．

第2表　地表および地下地質の対比

阿蓼山丘陵 金　子　台 所　沢　台 狭山丘陵
新座・所沢

　試錐i井

多摩ローム層

下末舌ローム層 下末吉ローム層

多摩ローム層

所沢台礫層

芋窪礫層

上部M互層

下部M互層

K　　　　層

礫　層 所沢台礫層

上部豊岡礫層

下部豊岡礫層

佛子粘土層

芋窪礫層

谷ヅ粘土層

三ッ木礫層

飯能礫層

霜降り状凝灰岩（ST4）に始まり厚い砂層（中藤原山一帯

に分布する）に終る20m前後の上部層に分けることがで

きる（第3図参照）．なお塊状凝灰岩ST、，ST2，ST3の

有色鉱物はいずれも角閃石，シソ輝石・普通輝石からな

る．一方ST農は角閃石のみからなっている．ST、～ST3．

は外観・産状などが仏子粘土層中のAT、，AT2，AT3に

4。　2丘陵の関係と地層区分およびこれらに

　関連する問題点　’

　阿須山丘陵における仏子粘土層および飯能礫層の地層

の傾斜は，狭山丘陵の三ツ木礫層，谷ツ粘土層に比較し

て大であり，前者が4～50の東落ちに対し，後者は1
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～2。の東～北東落ちと推定される．また阿須山丘陵を

含む北および南の低地・台地一帯での，水井戸の電気検

層図群から地下における仏子粘土層と飯能礫層の境界部

は明瞭に判別できる．この両層境界部の走向はほぼN　S

を示している，これらの走向・傾斜と両丘陵の位置関係

からみると，大局的には狭山丘陵を構成する地層は，阿

須山丘陵の仏子粘土層の上位に当たるものと考えられ

る．しがし水井戸の地質資料群の検討などから，箱根ケ

崎一帯の三ッ木礫層下部層としたST2以下の塊状凝灰

岩，砂～シルトなどの地層は仏子粘土層のグループとみ

ることもできる（ST2の上位層には礫層が多く挟在す

る）．

　三ツ木礫層の大部分と谷ツ粘土層は，後述するように

本文地下地質におけるM互層に相当するものであるが，

これを上部M互層・下部M互層に分けた場合，上部M互

層はおおよそ三ツ木礫層の上部の砂層と谷ツ粘土層を指

す（第3図参照）．

　前述のように埼玉目曜巡検会ほか（1970）により谷ツ

粘土層以下の地層は，ゐ46㈱6gπ磁植物群の産出すること

から上総層群とみなされることとなった．一方東京都足

立区宮城町の地盤沈下対策調査のための観測井（東京通

商産業局，1971）における（第8図の29）花粉化石の分

析結果によれば，深度107・2m以下から孤6伽8g％吻が

産出し，深度167～204・lmにL蜘∫44励67，め35αを多産

し，少なくとも深度167m以下については第三紀的要素

が強い．花粉についてはその産出状態によっては，2次

化石の可能性も大きいという意見があるが，同様の地盤

沈下対策の観測井（東京通商産業局，1972）大宮市大宮公

園内（深度700m）のもので深度211m以下に，柏市（深度

350m）のもので深度177m以下にそれぞれ五吻6ぬ励67，

め蹴を産出している．これらはいずれも従来考えられ

ていた上総層群より浅い位置から産出しており，ほぼ上

部M互層付近の位置と推定できる．したがって，武蔵野

台地地下のM互層が，狭山丘陵の谷ッ粘土層・三ッ木礫

層に連なるとする従来の見解（森，1969）を修正する必

要はなく，それら全部が上総層群に属する可能性が強く

なったわけである．

　しかし従来から上総層群とされた地層と，その上位層

（M互層）との境界は比較的明瞭に識別できる場合が多

い．とくに東京区部（練馬区・杉並区西部を除く）の地

下では，M互層が砂，シルトを主とした泥との互層であ

るのに対し，その下位層は上から砂～シルト～泥岩と粗

粒から細粒に序々に移化する一連の堆積物であり，さら

にその下部は厚い泥岩層となっている．三多摩一帯ある

いは，関東平野中央部（埼玉県）などでは，両層の岩相

の相違はあまり認められず，両者がシルト，砂，砂礫を

含む細砂を主体とした地層である．

　このように上・下の地層が明らかに相違する場合と岩

相的に類似している場合があるが，いずれにせよ数多く

の水井戸地質資料の検討などから地層の区分は可能であ

る．

　そこで本文では，従来のM互層の名称をそのまま残

し，その下位層を仮にK層と呼ぶことにする．

　っぎに芋窪礫層と豊岡礫層との関係については，町田

（1973）は上部豊岡礫層が芋窪礫層とほぼ一連のものと

みなした．このように対比すると，両丘陵の対応する層

の標高・層厚などが互いに似かよっており都合がよい．

筆者らも一応この見解に従い，本文の地下地質では両者

をあわせて，芋窪礫層を代表名とした（第2表の右）・こ

の礫層基底の不整合は，地下でも広範囲に認められてい

る。

　しかしこのように対比した場合，平野地下においては

芋窪礫層の下に下部豊岡礫層に相当する地層が認められ

ない．したがって筆者らは，下部豊岡礫層を阿須山丘陵

にのみ分布する局部的なものとみなさざるを得ない．下

部豊岡礫層中の凝灰岩中の有色鉱物は角閃石のみであ

り，やはり多摩ローム系統のものと考えてもよいであろ

う．したがって上・下部豊岡礫層間の不整合は，町田

（1973，Table1）の推定するほど大きなものではなく，下

部豊岡礫層も大局的には多摩ローム層の基底をなす礫層

の一群に含めて差しつかえないと思われる．このような

見地から，第2，9図の断面においては，上・下部豊岡

礫層を区別せず一括して扱った．

　最後に芋窪礫層の上位層で，金子台・所沢台などを形

成する礫を主体とした地層を一括して所沢台礫層とし

た。また，武蔵野台地北部の段丘面対比に関する最近の

見解に従い，成増面を構成する礫層を成増礫層，狭義の

武蔵野面を構成するものを武蔵野礫層とした．

5．新座市の試錐井について

　埼玉県新座市大字野火止字中沢1318番地の市有地，海

抜48。2mの成増面上に位置する．深度は240mである。

　5．1地層区分

　本試錐井の地層は，岩相・電気検層・化石また周囲の

水井戸資料群の特徴などを総合して，次のように区分で

きる（第4・5図参照）・

　関東ローム層：深度0・5～7・Om．成増台に属してお

り，したがって下末吉ロームの後半部以後のローム層か

らなるものであろう．

　成増礫層：深度7・0～19・Om付近まで．ローム層直下
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の礫層は成増礫層であろうが下位まで一連の礫層である

ため，その下限は本試錐のコァからは判断し難い．しか

し周囲の水井戸資料では下限とした付近深度に3～4m

の砂質粘土が認められる場合があり，これによって一応

19m付近までとした。

所沢台礫層：深度19．0～46，0m付近まで．上位の成増

礫層との境界は不明瞭であるが，基底は下位の泥質砂層

によって区別できる．

芋窪礫層：深度46・0～67・5mまで．主として礫層から

なるが，マトリックスは泥質砂～泥であり，最上部約4

mは泥質砂層であり，サンドパイプを含み海成の可能性

がある．中間部に約3mの礫混り砂質泥層がある．

上部M互層：深度67・5～110・5mまで・主として細砂～

中砂とシルトの砂勝ちの互層からなるが，95m付近に約

3m，下底部に約2mの砂礫層がある．この砂礫層間に

挟まれた下半部96．6～110。5mの間は，後述のように化

石珪藻から陸成層であることが認められている（阿久津

1971を参照）・

下部M互層：深度110．5～186・Omまで．上半部150m

付近までは雲母の多い厚い砂層からなり，その下部に貝

化石を多く含む．150m付近以下の下半部はシルトを主』

とし砂層を挟在する互層であり，そo下部に貝化石・植

物化石・浮石を多く含む，基底は3m弱の砂礫層となっ

ている．

K層：深度186・0～240。Omまで．上半部は主として砂

質シルトで貝化石・植物化石・凝灰質泥などを含む．下

半部は細砂で貝化石を含む。

5．2貝化『石’

新座市および所沢市試錐井から得られた貝化石を第3

表に示した．いずれもK層および下部M互層からのみ産

第3表新座市・所沢市試錐貝化石

種 名

試錐井

層　準

深度（m）

岩　質

Gastropoda

S％6h彪矯窺onπ沸躍窺（LAMARGK）イボキサゴ

β漉Jlα7宛zoηα傭（BRUGU滝RE）イボウミニナ

σ87∫痂4％ゆ⑳7ぎ8η廊（MARTIN）カワアイ

σ87露h昭64sp．

P襯6観8786■4（Brevimyurella）」∫50hセ伽α（DuNKER）ヒメトクサ

1～乞ηgf6観4クo勉ツ4規厩TAKEYAMAヨコヤママメウラシマ

Pelecypoda

340‘読αoo⑳5α（HINDS）ゲンロクソデガイ

∠4ηα4α7α（TggJlα7侃）97硯o躍（LINNAEus）ハイガイ

∠4πα4α7α（S6ψhα764）5励676nα如（LISCHKE）サノレボウ

。4％磁74（36‘ψh476α）5α孟oω∫（DUNKER）マルサルボウ

0砂（ツ規6万3sp．

M456％」郷56πh側5宛（REEVE）ホトトギス

σ翅5505舵αg2gα5（THUNBERG）マガキ

Oo7房‘㍑」αsp。

男πψ6Z勉規伊躍襯（REEVE）ウネナシトマヤ

M∫0706ぎ766go740η乞5（YOKOYAMA）ミジンシラオガイ

θomρh才η4sp．

ハ4α6ヶα躍」6漉α7魏REEVEノミカガイ

Rα6彪クoえoh伽α8n5乞5PILSBRYヨコハマチヨノハナガイ’

砿α60窺耐0ゆ06η523革AKIYAMAゴイサギガイ

Mα60規偏η60ηg7襯v．MARTENS『ヒメシラトリ

Mα60η協sp．

F励衡伽α（Mo878〃α）ゴ8406η5ぎ5（LISCHKE）エドザクラ

F訪π」勉α（F励％」∫π4）漉君耐冨4（DUNKER）サクラガイ

ひ窺加初σゴ‘ψoη乞64（YOKOY今MA）ウミタケ

s：細砂，st：シルト，md：砂質泥，◎：密集，◎：多，O：少

新　座　試　錐

K 層

236

240

S

○

O

○

233

236

S

O

O

○

230

233

S

○

○

O

○

◎

219207

227

S

O
◎

○

○

？

○

？

O

214

st

◎

189

193

st

◎

◎

O

○

186

189

S，st

◎

◎

O

◎

M互層下部
175

178

st

○

147

154

S，st

O

◎

O

ll2

115

md

◎

所沢試錐

K層M互層
　下部
197

202

st

◎

○

O

◎

180175

183177

S，st

○

○

○

S

○

？

O
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埼玉県新座市。所沢市の試錐井とそれに関連する地表および地下地質（森・垣見・大山・石田。阿久津。田尻）

し，すべて現棲種からなる．

　このうち新座試錐のものについて，下位から記載する

と次のようである。

　K層：全体的に化石が多く産するが，219mを境とし

て上半部のシルト層と下半部の細粒砂では，その組成が

異なっている．下半部の化石はいずれも殻が薄く小型の

もので産状は散点的である．一方上半部では大型化石が

所々に密集している．

最下部の233～240mから産するものからは，やや内湾

性のごく浅い環境が推定できる．たとえば東京湾の木更

津～横浜を結ぶ線よりも内側などに棲息するものと同じ

種が多い。

　219～233m問の化石は，新座市・所沢市試錐井を通じ

てもっとも外洋の環境を指示するものが多く，S鰯6磁

60ψ5α，P襯6孟吻励脇1魏h初α襯などはその代表的な種で

ある．これらの種類は，たとえば現在の逗子海岸には全

部揃うが，東京湾の奥には棲息していないものもある．

水深は数mまでと考えられる．

　K層上部の186～214mまでのものは，内湾の潮間帯の

要素が著しい．なかでも189～193mの間は0郷50567昭

g♂g∬が密集し，カキ礁を構成している．

　下部腋互層：175m付近からは0・76蜘1αsp・2個体を

得ただけで，淡水の混入する環境であったことがわか

ったのみである．154m以浅からは細砂もしくは砂質シ

ルトの中にまれに化石を産するが，いずれもR4磁”κo－

h㈱α6η525が多く，内湾でも数m以深（50m以浅）の環境

を示している．

　5。3化石珪藻
　新座市試錐井の化石珪藻については，筆者の1人阿久

津（1971）が記載し・ている。その中では武蔵野礫層以下

をB・C・D・E・F・Gの6層に区分し，・C層以下に

ついての産出珪藻について述べた（第1表および第5図

参照）・本文では阿久津（1971）の対比を一部改訂し，

第1表左欄の地層区分によって，各層ごとの珪藻種の特

徴を要約した．

　芋窪礫層：資料①・②・③・④（第5図の化石試料番

号参照）のいずれも珪藻を含有しない．

　上部M互層のうち96・6鵬まで：⑤・⑩・⑪には珪藻が

含有しない．⑥は含有量が多く，海棲種のみからなって

いる．1優占種はD加87・g7餓規α血」％％窺（GREG．）：RALFS，

M6105∫7α躍傭α（EHR・）KOTZ。£7α漉α弛GRUN．，（か6Jo渉61」α

5夢1・7観BR・GHTw肌Lの3種で，いずれもMarineの
1ittoralspeciesである．Marine，sub－littora1の・46≠∫ηψ砂6－

h郷z椛4z♂1α伽5（BAIL）RALFs，∠46劾zψ砂6h％5宴）16η461z3（SHAD，）

RALFsやneriticplanktonのσ056乞no諮6郷6κ66n渉7乞6％5EHR．

をわずかに含んでいるが，その他稀産種もDψ1・競5

6・励㍑5EHR．，1鴨z5禰αspP．などのlitt・ralspeciesが多

い．⑦・⑧・⑨は含有量は少ないが⑦6」・渉6伽頭・剛窺，

磁」・5癩頭磁αを多く含んでいる．

　各試料ともmarine，littoralの種からなっており，

litt・ral～sub－littoralの堆積環境が考えられるが，淡水種

は検出されなかった．

上部M互層のうち96・6～110・5m＝⑫・⑬・⑭・⑮の

うち⑭は殻片の含有量が多いが，他の3試料はやや少な

い．4試料ともにほとんど淡水種からなっており，とく

に優占種として出現しているものは，淡水，付着性の

めn647α％」槻（NITZ．）EHR．，（シ励6JJα∫躍4磁」4GRUN．で，

その他，Oo卿ho犯餓αspp・，施∂勧」薦pp，，σ0660η8∫5PJα68一

η観α（EHR．）など付着性，底棲種が多い。種の構成から

判断するとアルカリ水域が推定され，またほとんどが

pemalesのものからなっており貧栄養型の水域での堆積

物と考えられる，⑫には温π・魏060n諮ψhα67gρh・7dK6TZ・）

PFITzER，の70吻窺α漉伽勲（W．SMITH）GLEvE，の705よ

g勉α5のψ70¢465（RABH，）CLEvE．，⑭には（ウ70迦惚56珈70励5

（RABH．）CLEvE，砂05顧α勘66∫6痂（W。SMITH）CLEvE，

M孟z56物勿7捌・n6磁HANTzscHなどの淡水～汽水種を含

んでいる．⑫では海棲種のオ6漉o夢ぬ5乞ng6n5RATT。を1

箇検出したが，これは2次化石の可能性がある．淡～汽

水種が混在していることは，一部汽水の流入を許すよう

な淡水域での堆積層と考えられる．

　下部M互層：⑯から⑳までの8試料であるが，全般に

珪藻殻片の含有量が種数，個体数ともに少なく⑱・⑲・

⑳・⑳にはほとんど含まれていない．それ以外の試料中

には（1ア6」OJ61」∬砂10剛？ηBRIGHTWELL，M6」03吻5％」6α≠α∂α7．

ゐ乞567伽αを含み，marine，littoral～sub－littoralの堆積層

と考えられる．

　K層：⑭から⑳までの6試料である．⑳・⑳・⑳は細

粒砂のため珪藻の含有量が少ないが，いずれの試料も海

棲種のみからなっている．⑳・⑳にはOo卿泌56膨IJπ窺

EHR．gンCo660η6おsp．，07α臓卿ho7α066観吻（EHR．）GRuN。

などのMarine，littoral　speciesを多産する．その他，

躍臨h伽oo60η伽編5GRuNow，禰z50h勉伽6擁（W、

SMIm）GRUNow，1％砒ぬひ7αEHR，，翫痂ぬひ70肋5

HIENDY，掘6Jo5吻5窃」6α彪var．房567観αGRuNowなどの

Marine，littoral　speciesを多く含んでいる．浮遊性の

0・鰯η・4256％5窺α㎎∫脇％5EHR・は1箇検出したのみで海～

汽水種であるOo55歪no廊6％5伽観π5GRUNow，DψJo雁5

S痂痂（B醜B。）CLEvEを含んでおり，K層上部はMari－

ne，littoralの堆積層である．なお，本層にはオo伽卿6傭

∫ηg6η5：RATT．，σ・66・漉5sp．を含んでいるが年代的の古さ
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第4表 新 座 試 錐 イヒ 石 珪 藻

　　　　　　　　　＼
　　　　　　　　　　　　＼、

Diatom　species

　　　　　　　Formation

　　　　　　　　　～

＼　　＼⊇聖th（m）
　　　　　　　　　Dia詮

＼　　　　　content

＼SampleNo・

Marine　species

　オ6痂04ツ吻5Eh繊伽8ぎRALFS

　」伽0砂6傭乞π98η5R．ATT．

　∠16翻πψ砂‘h％5ψ」8η函6π5（SHAB・）RALFS

　イ46魔πoゆ砂6h㍑5襯磁」α顔5（BAIL）RALFS

　∠置ηψho74sp，

　Co660n62556麗81h6規EHR．

　Co‘ooπ6奏sp、

　σ056∫ηo漉56螂6κ66n翻露郷EHRENBERG

　σ0562πo廊6％5」α‘臨7f5GRUNow

　Oo56勉04乞56郷η3α74n4戯3EHR，

　Oo56初o読56％∫7α4宛伽5EHR。

　⑦6Jo媚α頭o耀蹴BRIGHTWELL

　D加8709■㈱η観吻1昭規（GREG．）RALFS

　　DψJon6∫5ゐo徊伽5EHR。

　　1）ψloη8∫58御露h∫（BREB，）CLEvE

　　D躯oπθ∫5陥θ乞3409∫（A．S。）CLEVE

　　Oγ伽襯孟ψhoγα06θα沈α（EHR。）GRUN．

　　ル勧5加餌6磁（EHR，）KむTZ。
　　　var．旛8吻如GRUN、

　　M8Jo豆7α5㍑Z6認α（EHR．）KむTZ．

　　　f．7α4宛孟4GRUN。

　　拓8Jo豆7ααプ痂‘α（EER．）

　　翫∂初」4砂プαEHRENBERG

　　瓦襯‘ぬ砂70∫廊HENDY

　　撫∂伽♂α瓢吻αRALFS

　　ハ碗z56h彪oo660η6⑫7？眺GRUNow

　　荊♂z50h勉97αηぬ孟αGRUNow

　　粥伽h抑襯吻オα（W．SMITH）GRUN．

　　PJ4g歪og7伽η昭5蜘7ψho矧規（GREG．）GEIBERG

Po405加5渉6晦67（BAIL．〉MANN

Rhψhon8乞5αηψh魏705EHR．

丁肋伽5ゑoη醐α繍z56h20歪463GRUN．

Fresh　water　species

　加ψho7α・徽5KOTZ．

　∠1πoη～060πo∫5ψhα670汐ho7α（KOTz．）PFITER

　ωo厭55蛎ぬ（EHR．）CLEVE
　σo‘60η8雰μα06η伽」α（EHR．）

　　　var。6μψ卿（EHR．）CLEVE

　⑦’oJo媚α磁η89乞漁ηαKOTZ．

　の剛o卿％榔oJ8α（BREB．）W。SMITH

　⑦励8伽岬徽（EHR．〉CLEVE

　⑦励61」α嫌漁（BREB．）v．HEURCK

　⑦励8JJα餅9嘱㍑」4GRUN．

　q照66伽∂6漉‘05αKもTZ．

　DψJo顧50∂読3（HILSE）CLEVE

　彫露h6η2毎魏78歪4α（EHR。）KOTZ。

　F郷∫痂α∂認g伽5THWAITES

　　Ooηψhoη6ηzαα6％η麗π認㍑η2EHR．

　　Goηψhoη8伽αη9初5鰯％窺（KもTZ．）RABH．

　　σo解ゆhoη6別αoJ∫∂α68躍η（LYNGBYE）KむTz．

　　のγ05忽規α薦70伽（W．SMITH）CLEVE

　　⑦705歪9規α56吻70漉5（RABH。）CLEVE

　　の705卿α勘6吻奴W。SMITH）CLEVE

　　H巖25‘hε翻勘h∫・拶3（EHR．）GRUN。

　　漉Jo5吻97αηπ」伽（EHR．）GRUN．

　　ル正6105加襯7宛η5C．A．AG．

　　ハ砲∂露％」α6α6fJJ2」配EHR．

　　撒伽」α8聰観（GREG．）0。MむLLER
　　ハ砺∂ぎ6麗」π9α認矧？ηEHR。

　　ハ凋ω歪6％1α9789α吻DONKIN

　　ハ励初」αhαlo汐h磁（GRuN．）CLEvE

　　．〈励吻」αh吻9α7加GRUN．

　　ハ物蜘」αh観9伽6αGRUN．
　　　va、r。oψ露α如（EHR，）CLEVE

　　翫η∫6ぬ灘∫初KOTZ

　　ハηα∂初」αμα66η観α（EHR．）GRUN。

　　ハ勉漉62〆αグα漉05αKOTZ．

　　醐伽雁7漉5（EHR．〉CLEVE

　　醗z56h乞α砂備ηε泥αHANTZSCH

　　P勉綴彪7宛6076認ぢ5EHR、

　　P勉η鋸4ガσ9必加EHR，
　　　　var。η2650goπgフ肱（EHR．）HUST◆

　　P∫ηη％」α7宛窺漉07（KOTZ．）CkEVE

　　P∫πηぬ吻癖6705蜘70η（EHR．）CLEVE

　　飾ηぬ吻而67・5蜘70π（EHR。）CLEVE
　　　　var。Bプ6旛o痂（KOTZ．）HUST．

　　RhoραJo伽g溺α（EHR．）0．MOLL

　　Rho卿Jo伽g渤θ7ぬ（EHR，）0。MORR，

　　S躍276〃αsp。

　　めπ647α％1％（NITZ，）EHR．

　　砂n諭α％初6h6吻8KOTZ。

Number　ofvalves

Marine　species

Fresh　water　species　　　・

Tota玉

所沢礫層　芋窪礫層 上部M互層　上部 上部M互層　下部 下部M互　層 K 層

1 2 3 4 5 6 7 8 9　10　11 12　　13　　14　　15 16　　17　　18　　19　　20　　21　22　　23 24　　25　　26　　27　　28　　29

47 48 50 60 71　　77　　78　　80　　81　　85　　92 99　100　103　105 110　112　124　133　147　151　166　181 189　201　204　214　227　236

N．D．N．D．N．D．N．D．　N．D．A　R．R　C　N．D．N。D．　C　G　A　C R　R　N．D．R　R　R　R　N。D。　C　C　C　R　R　C
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3　　　　1

　　　2　1

1　2　　1　4
32　　44　　41　　31

　　　　　　2　8

r

婆

4 2

200　　30　　32　　98 98　101　196　　99 31　28 4 7 8 7 99　100　100　　10　　20　100

18　1　1　2 1　0　0　0 2　2　　　1　2　1　1 12　15　12　2　2　5

0　0　0　0 20　19　3121 0　0　　　　0　0　0　1 1　1　1　0　0　0

18　1　1　2 21　19　3121 2　2　　　　1　2　1　2 13　16　13　2　2　5

Diatom　content，A　abundant，G：commonンR　rare，N。D，none　diatom》r　rare



埼玉県新座市・所沢市の試錐井とそれに関連する地表および地下地質（森・垣見・大山・石田・阿久津・田尻）

第5表新座試錐井化石有孔虫

Weight　ofSample（in　gram〉

Total　Foramin玉f壱ra

Foraminiferal　Number（per　l　gram）

Total　Planktonic

Total　Benthbnic

Percentage　of　Planktonic　for　Total　Foramini£era

Percentage　ofBenthonic£or　Total　Foramini縮era

No．20

20．O

l69

　8

28

141

17

83

No．24

6．0

121

20

　3

118

　2

98

No．27

　　1．5

367

244

151

216

41

59

No．28

1．5

399

266

149

250

37

63

No．29

　3．0

313

104

102

211

33

67

Be齪恥0感CForam量脆蟹e聡

P56㍑40no漉oπブψon魏1ηASANO

助on嘱85sp，

β塀6Jlα万忽蜘（CUSHMAN）

助h就襯励8η職（CUSHMAN）
．8鰯ぬnψゆo吻α（HusEzIMA＆MARuHAsI）
Eψhぎ漉％η3sp。

砂0捌π仰ψρ0η初ISHIZ艦I

B観痂6磁8」69α漉55加α魏諮CusHMAN＆MGCuLLocH
P56z640πonぢoπsp。

Eψh観μ規え麗3h加6η56ASANO
．PJごzη㍑」初αsp・

β％だ御勉αα6％」6磁αD，ORBIGNY

Cα痂5α漉6ぬ5（FIGHTEL＆MOLL）
Eψh漉襯35幼974ηπJo3銘ηz　ASANO

ハηo漉oηsp．

加9徽5言吻勉（D’ORBIGNY）
．乙α96nαsp．

オ郷窺o痂c£伽6磁（LINAEus）

磁Zo庸肋oゐα76η56（CUSHMAN）

ハ4βlo漉5sp．

Eψh擢伽規6」α∂認吻z　CUSHMAN

Ooあηαsp。

∠駕解0痂撤α磁6癖5（ISHIZAKI）

Eψhぎ4加η5％房η667勘ηASANO

1万5‘07房η6」如sp，

σα鋭ぬ伽α躍ゐ40δ05α4ψ7θ∬αAsANo＆NAKAMuRA

σα鋭磁」伽励gJo605αBRADY

D肋痂溜4c£加66」伽α（D’ORBIGNY）

B伽吻吻卿CUSHM側
ム乙o厩oπsp。

C召∬彰z6あπαsp，

BoJ動勉α70み郷砲BRADY
716κ伽」αγ毎sp。

P56％40ηo漉oη舵4初郷ASANO

∬4ηzαω漉αsp．

T6κ伽」α7彪昭η4θ如παD，ORBIGNY

E瞬観襯惣06η56HusEzIMA＆MARuHAsI
No漉oηゴζψoη勧窺ASANO

Boあ漉η4sp。

0猛露堀65sp，

飾1加伽脚7ψ磁D’ORBIGNY
Ho6gh6n漉η4sp。？

彫・n蜘が9蜘56α1漉5CusHMAN＆CoLE
PJ伽漉ηα5π掘ψ76554ASANO

B銘666Jlαぎ綴5磁αANDERSON

α臨∫伽ぬ8吻郷（D’ORBIGNY）
㊤∫ng膨lo側1勉αsp．

の70曜物αsp．

　No．20
（209）（％）

62（44）

20（14）

12（9）

6（4）

6（4）

6（4）

4（3）

4（3）

3（2）

3（’2）

3（2）

3（2）

3（2）

3（2）

1（1〉

1（1）

1（1）

　No．24
（6．09）（％）

3（3）

2（2）

10（8）

2（2）

45（38）

34（29）

7（6）

6（5）

4（3）

2（2）

2（2）

　No．27
（1．59）（％）

111（51）

　8（4）

6（3）

2（1）

25（12）

2（1）

25（12）

14（6）

4（2）

8（4）

4（2）

4（2）

1（1）

1（1）

1（1）

　No．28
（1．59）（％）

84（34）

10（9）

5（2）

40（16）

15（6）

1（1）

5（2）

3（3）

10（4）

Il（4）

8（3）

17（7）

4（2）

3（1）

1（1）

13（5）

4（2）

2（1）

2（1）

2（1）

2（1）

1（0．5）

1（0．5）

1（0．5）

1（0。5）

1（0．5）

1（0．5）

1（0．5）

1（0．5）

　No．29
（3．09）（％）

51（24）

22（10）

34（16）

10（5）

5（2〉

6（3）

1（0．5）

3（0．5）

6（3）

1（0．5）

35（17）

4（2）

5（2）

1（0．5）

4（2）

1（0．5）

17（8）

2（1）

2（1）

1（0．5）

11一（389）
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埼玉県新座市・所沢市の試錐井とそれに関連する地表および地下地質（森。垣見。大山・石田・阿久津・田尻）

層・下部M互層・上部M互層の3層に明瞭に区分するこ

とができる，とくにQ鮒0郷，Fαg郷，溺π郷などの出現傾

向はその代表的なものといえよう．また，たとえば左僻

とSα伽などのように，属間の相関の高いものも少なく

ない．したがって全般的に，この試錐地点の地層には，

下位層あるいは遠隔地からの花粉混入のおそれがなく，

各時代の植物相を比較的明瞭に表わしているものと思わ

れる．各層の花粉の特徴をまとめると，次のとおりであ

る．

　K層＝P初α一茄伽，Tg麗即などの針葉樹類と魚9螂，

Q鮒傭，Bぬ彪，遵伽5，九gl昭5，U伽5－Z既o襯などの落

葉広葉樹類が多い．とくに九81備の高い出現率は特徴

的である．

　下部M互層：全般的に下位のK層に比べてQ雑螂が

漸増しB6翻αが漸減する．しかしながら他の主要花粉

の出現傾向についてみると，本層の下部と上部では違い

が認められる．下部では勘g郷，・4伽5などが増加しl

T∫麗即丁砿o伽蜘6などが減少する．またK層に対して

」％gl側5およびU伽％3－Z61κ・箆αの大幅な減少は特徴的

である．上部では勘g郷，オ伽5などが減少し，T∫％即が

一時的に消滅している．一方オ卿，S読κおよび07α吻n膨

は増加する．また下部～上部で一時的に急増したTακo一

伽磁6および0ゆ鰯傭α8－Tακα6卿は下部M互層上部

で漸減する．

　上部M互層：全般的に花粉量が少なく，とくにQ観6一

鷹，勲g狐，B6観α，Z卿，S誠κ，沼郷などの落葉広葉樹類の

減少が著しい．一方針葉樹類はP伽5が増加しラTακ・露

4蜘6も多くはないが平均的に出現し，また一時的に消

滅した丑％即も再び出現している，

6・所沢市の試錐井について

　埼玉県所沢市安松新田1538番地の市有地，海抜66。8m

の入間台（武蔵野面）上に位置する．深度は210mであ

る．

　6。1地層区分

　本試錐井は岩相・電気検層・化石または周辺の水井戸

資料群の特徴などから次のような地層区分を行った（第

4・6図参照）・

　関東ローム層：深度0～5。5mまで．武蔵野台に属して

おり，したがって武蔵野ローム・立川ロームからなると

考えられる．

　武蔵野礫層：深度6・0～18・Omまで．亜円～亜角礫で

礫径の最大は11cm以上ある．マトリックスは砂であ
る．

　所沢台礫層：深度18．0～46．Omまで．円～亜円礫から

なり，礫径の最大は20cm以上ある．上半部はコアの状

態からみると粘土・泥質砂まじりの砂礫層らしい．

　芋窪礫層1深度46．0～73。Omまで．礫層または砂礫層

化　石　花　粉
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十 200 2D q5 α5 こ5 α5 29．0

266 1．9 1．5 0．8 L5 04 17．5

十 202 a5 L5 0．5 4．5

222 1．8 q5 0．5 0．5

十 247 2β 04 1．6 α4 α8 10．1

241 α8 0．4 α8

220 ＆2 α9 α9 O．9 O．5 5．9
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205LO 1つ 0．5 1つ q5 1つ 22．1
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で円～亜円礫からなり，礫径の最大は7cm以上ある，

マトリックスは上部に雲母まじり浮石質砂がみられるほ

かは，全般的に泥混り砂であるらしい．

　上部M互層：深度73，0～114．6mまで．最上部は3m

のシルトからなり，その下位に約8mの砂と砂礫があ

り，中・下部は砂・微細砂・シルトなどの互層，最下部

は約11mの砂礫となっている．全般に雲母が多く含まれ

る．

　下部麗互層：深度114・6～196・3mまで．上半部156m

までは，砂・砂礫・砂質泥の互層である．その下190m

までは約10mの厚さの砂礫に始まり，砂・シルトと下に

向かって細粒堆積物となっている．また180m前後には

貝化石を多く含む．最下部は砂から砂礫となって終る．

　麗層：深度196．3～210．Omまで．貝化石を含むシルト

が約7mあり，その下位に約1mの厚さの凝灰岩を挟ん

でいる．この凝灰岩は粒度の揃った中粒ゴマシオ状のデ

イサイト質の結晶凝灰岩で降下火山灰である．ガラス＞

斜長石＞緑色角閃石＞磁鉱鉄＞シソ輝石（量の順）から

なり，外来岩片などは含んでいない．

　それ以下210mまでは砂である．

　6．2貝化石
　産出した化石のリストは，第3表に一括示されてい

る．

　麗麟；K層最上部175～178m問のものは，シルト～砂

質シルト中から産し，内湾の潮間帯の要素が主体である

が動ゐ漉繊π痂ぬ1αなどやや外洋的な要素も混っている．

　下部M互層：本層には数は少ないが，細砂～シルトの

中に小型の殻の薄いものが散点的に産出する．内湾の潮

間帯ないしは水深数mの浅海底の環境が推定される．

　6・3化石珪藻
　上部腋互鷹：試料②・③・④（第6図の化石試料番号

参照）には化石珪藻は含まなかった．

　下部瓢互鷹：試料⑥’・⑧・⑨・⑩・⑭・⑯は本層に

属する．

　⑥ノでは海～汽水棲種の粥孟z56伽606・oη6⑳7痂507襯oω，

M臨伽g7αnπ1磁その他に淡水種片をわずかに含んでお

り，汽水性堆積物とみなし得る．

　⑧は海棲種⑦6ご・観α頭・γ徽β塵h翻」（沿岸プランク

トン），拡6Jo5加5協痂（EHR・）K加Z．とともに海～汽水

棲，付着性の胴渉z56物60660π6⑳7漉5GRUNow，M」z56伽

g7απ吻αGRuNow，勲z56漉伽6」伽（W．SM。）GRuNow

を産する海～汽水性堆積層とみなし得る．

　⑨はC・厩π・廊6螂sp・の破片を僅少含む．

　⑩は海～汽水種のM≠z56h’餌0660η6⑳7痂sGRUNow，

M館物g襯吻αGRuNowl　M彪50伽伽6鰯α（W．SM。）

GRUNowを含む。⑧に比較してより汽水域での堆積層

と推定される、

　⑯は海～汽水種の0αlo脇5ω65痂（WM。SMITH）H：ENDEY，

Cα吻Jo漉56％566h6n5露EHR，，1）ψJoη6お5窺露h露（BREB。）CLEvE，

勲z56伽勿η6渉碑（W，S）GRUNowを産する．

　鼠層：試料⑱のみであり，優占種は海パ汽水種の

荊伽・肋g7αη％1碗GRUN・である．その他海～汽水棲種

の（】α吻lo4256郷66h6n5∫5EHR．，Oo56∫御読56％51α6％5擁5GRuN，，

・0ψ1備5痂繊（BREB・）CLEvE，M傭h卿襯6伽（W．SM．）

GRuNow，F禰z5而α砂61乞on6伽HANTzを産する．海～汽

水域での堆積物と推定される．

　6・4化石有孔虫

　下部踊互層：本坑井からの有孔虫は，試料⑩（M9－

152m），⑫（173－175m），⑬（177－178m），⑮（183－

186m）および⑯（190－193m）から検出された．有孔

虫が比較的多く産するのは⑫および⑬であり，他の試料

は50gr中に数個を数えるにすぎない．これらの試料か

らの有孔虫は，すべて石灰質のものによって占められ，

砂質のものは産出しない．試料はすべて一連の淡灰～青

灰色を呈する細砂の部分である．⑫および⑬はほぼ同じ

組成であり，P56嘱・η・物ηブ‘ψ・η勉窺，オ規窺o吻66鍛痂およ

びE砂h就％飛spp・を多産している．両試料に含まれてい

る有孔虫の組成からeulittoralないしneriticの浅海域の

環境下にあったことが推定される．

　その他，⑩では肋枷痂c£66卿痂1個体，⑮では

昂翻4651個体，⑩・⑪および⑯では，Olo6乞98漉αsp．が

それぞれ1～4個体含まれているにすぎない．

　K層：試料⑰（196－198m）でGlobige「ina　sP・が1

個体含まれているだけである．

7。試錐を中心とした地下地質

　7・1所沢市試錐井と狭山丘陵方向およぴ荒川方向

　　を結ぶ地質断面（第1・7図参照）

所沢市街地西方の狭山丘陵の末端から東北東方向に発

達する所沢台礫層と，狭山丘陵上部を覆う芋窪礫層が，

所沢市街地などでは両礫層があたかも一連の礫層のよう

に分布し，その厚さは100m前後を示している．一方そ

の下流側の北東部では，両礫層の鏡界部に砂・シルトな

どの細粒堆積物が挟在することにより，2層をはっきり

と区別できるようになる．また第7図の17の近隣の資料

（志木上水道5号井）では上記境界付近が下からシルト

～泥が約10mあり，その上位に約5mの貝化石の多く含

む砂層が存在する．このようにシルトに始まり貝化石の

混入する砂層が挟在するものとして，この断面外の北西

方向にある富士見町上水道1号井，さらにその北北西臼に
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（K／1二K層下部の飯能礫層相当層　　（K）＝K層　　（M）：M互層　　（工）：芋窪礫層

（Q）二所沢台礫層　　（N）；成増礫層　　（Y）＝武蔵野礫層

圃関東・一ム層匡ヨシルトー泥図砂圏砂礫Eコ浮石

回凝灰岩　［切貝化石　日地層境界

第9図　E～E’断面図

　　　（Kノ）：K層下部の飯能礫層相当層　　（K）：K層　　（M）＝M互層　　（1）：芋窪礫層

一500　　　（Q）：所沢台礫層　　（N）＝成増礫層　　（Y）＝武蔵野礫層

　　　圃関東・一ム層

一4。。回凝灰岩

目シルト覗

回貝化石

圏砂團砂礫回浮石
Eヨ地層境界

第8図　D～D！断面図



埼玉県新座市。所沢市の試錐井とそれに関連する地表および地下地質（森・垣見・大山。石田。阿久津。田尻）

第7表　所沢試錐井化石珪藻
試　　料　　番　　号 1213i416／i819い・い4116い8
深 度　 （m）

レ6－78187－9・194－9gt’24侵6i134鳶8114’露41149鑑6t’81髭31190蚤3120’菊3

岩 質
1シルト1シルト1シルト1シルト1シ州シル彰，レ零1シ州シルト1シルト

珪’藻　含　有　度 lN・D・iN・D・［N・D・IRICiRiRIN・D・IRIG

海・汽水棲種
∠16あno吃アo伽5Eh76nδ674RALFS

∠46漉o砂ぬ豆η98η5RATTRAY

∠勉傭6μ56α6」π如5BAILEY

Oαlo繍鰯漉（WM。SMITH）HENDEY

Cα規似・伽π566h6漉5EHR・

σ056枷漉5郷」α6観7歪5GRUN．

σ056∫ηo廊6麗5伽8伽5EHR．（small　type）

Oo56乞ηo廊6％5sp。（£ragment）

⑦oJo観α5砂Jo7㍑窺BRIGHTWELL

D加67087αη3脚ル1灘η3（GREG．）RALFS

D加67097α解規π而η07（GREG。）RALFs

PψJoη8露Sηz露h露（BREB・）CLEvE

O7αη襯α孟ψho7α068α漉64EHR・

M81・5加5％」6伽（恥R．）KもTZ。

瓦卿乞6％1αη昭7初4RALFS

胴伽6h宛60660n8⑳7痂5GRUNow

粥♂z56h宛97α綴1伽GRUNow

N泌6伽伽6擁（W．Sm。）GRUNow
ハ嘘z56h翔ウフ房∫oη8JJαHANTZSGH

乃痂55乞oπ襯αn彪50hぎo漉5GRUNow

③

◎

l
l
8
15

ll

l
3
4
2

2

⑤

1

1

1

12

4
1 9

1

1
◎

1

44

2
2

淡水棲種
⑦吻6」伽6痂・65αKむTZ。

のηzゐ6」♂4sp．

P歪nn認47宛∂魏読5（NITZ．）EHR。

P初η％」腐7彪sp．　臼

めη8漉απ伽（NITZ．）EHR．

　海・汽水棲種殻片数
　淡水棲種殻片数
　　殻　片　合　計
　海・汽　水　棲　種　種　数
　淡　水　棲　種　種　数
　　種　数　合　計
含有度　N．D。＝なし　　R：まれ　　一G：並　　⑨；あり

◎

◎

⑨

50

0
50

12

0
12

18

0
18

6
0
6

1

14

1
15

5
1
6

55

0
55

9
0
9

ある川越市伊佐沼浄水場1号井などがある．この貝化石　　は狭山丘陵では，下位のM互層と不整合関係にあるが，

を含む砂層の深度はいずれも70～80mであり，この3者　　所沢市街地一帯から以東の地下では，その関係は不鮮明

を結んだ線がおおよその走向をも現わしている．この線　　である．

の外側では現在まで収集した水井戸資料からは，同一層　　　所沢市試錐井におけるM互層の厚さは約120mである

準と考えられるところからの貝化石の産出は認められて　　が，荒川左岸一帯では180m前後となり，関東平野中央

いない．しかしこれらの貝化石層は新座市試錐井の芋窪　　部に向かって厚さを増している．

礫層上部のサンドパイプを含む泥質砂層に連続するもの　　　K層は箱根ケ崎一帯に露出する三ツ木礫層の下部から

と考えられる．荒川左岸では所沢台礫層・芋窪礫層とも　　としたが，狭山丘陵および所沢市一帯でのK層は，巨視

に砂勝ちの砂・泥・砂礫の互層となり，貝化石を各所に　　的には泥・砂・砂礫などからなり，M互層の岩相と大き

含む海成層を主体とする地層に移化している．芋窪礫層　　な相違は認めがたい．

15一（393）
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地質調査所月報（第25巻第8号）

　　　　第8表　所沢試錐井化石有孔虫

聾㎝曲⑪取ic　Fo餓m量謹e鰍

z4η3ηzo7z乞αsp。

∠．6666禰（LINAEus）

Eψh漉π解5幼97αn彿Zo5％窺ASANO

P58協oπo吻nゴψoπ魏規ASANO

Eψん掘毎窺sp，

E。h祝gh65乞プわ7αηz勿zo5％ηz　CUSHMAN

E．α伽η襯（CUSHMAN）

．Z）歪5607伽81」の7ψぎ（CUSHMAN）

βoJ観π吻9襯疏1伽7α（SGHWAGER）

βoあ∂ぎπαsp。

No．12
（509）％

10（7）

47（32）

35（23）

26（17）

22（15）

4（3）

3（2）

1（1）

No．13
（509）％

3（4）

11（15）

20（28）

22（31）

8（11）

3（4）

2（3）

1（一1）

1（1）

1（1）

　第7図の3（瑞穂中学校）での仏子粘土層の基底深度

は，海抜土O　m付近と推定される．

　7・2新座市試錐井・所沢市試錐井を中心として，

　　東方向および西北西方向の地質断面（第1・8

　　図参照）

　この断面のうち21～24までと26～29までについては，

ほぼ走向方向の断面である．

　狭山市から新座市までは，所沢台礫層，芋窪礫層とも

に礫層であるが，．その東方蝕の和光市以東部では砂礫混

り砂あるいは砂となっている．また狭山市から所沢市街

地にかけては，両礫層が一連のもので明瞭な境界がない

のに対し，新座市では芋窪礫層上部には泥質砂層が発達

し，上位の礫層とは区別できるようになる．

　M互層についても，東京側に寄るにしたがって細粒堆

積物に移化している．所沢・新座の試錐ではM互層基底

には礫層があるが，水井戸資料群を検討した場合，必ず

しも礫層が存在するとは限らない．

　K層は城北一一帯では厚い泥岩層で特徴づけられ，上位

層とは明瞭に区別できる．しかしその西方の和光市など

では，城北での厚い泥岩に相当する地層は，まれに泥岩

を挟在する砂層からなる（その南方武蔵野市・三鷹市な

どの水井戸では，砂層を主体としたK層が200m以上も

発達する）．すなわちK層は西側一帯では互層，中部一帯

では砂相となり，東側では泥相と変化している．

　7．3阿須山丘陵から狭山市までの地質断面（第1・

　　9図参照）

　この図はほぼ走向に直角な断面である．阿須山丘陵お

よびその近接部地下での飯能礫層と仏子粘土層の境界部

は，電気検層図から明瞭に判別できる．第9図の30・31

・32・33においてもその境界部は，西側で標高＋30m，

東側で標高一80mとなっており，東落ちの傾斜は矛盾な

く地表地質に連絡する．

　一方狭山丘陵西部の第7図の3の井戸と，本断面の31

においては，上記境界部の深度はそれぞれ標高士O　m前

後である．したがって両者を結ぶ線が，阿須山丘陵から

狭山丘陵西部までの走向とみなし得るものであり，おお

よそNSを示している．

　飯能礫層は当断面でみる限り一連の厚い礫層となって

おり，地表で観察できるものと同様である．しかし第7

図の4などでみられるように東に向かって深度を増すと

ともに細粒堆積物に移化している．

　一方仏子粘土層については横への岩相変化が比較的大

きく，地表の地質調査で得られた地質柱状図とは必ずし

も一致しない場合が多い．

　豊岡礫層（芋窪礫層相当層）は本丘陵ではM互層を完

全に切って，仏子粘土層に直接接するかたちをとる．M

互層は丘陵東方の入間市街地付近以東部の地下に発達す

るものと考えられる．

む　す　び

　阿須山丘陵と狭山丘陵の地表地質からの層序は，下位

から飯能礫層・仏子粘土層・三ツ木礫層・谷ツ粘土層・

芋窪礫層となる．一方，地下地質については，ボーリン

グ資料群の検討などから各層の特徴をまとめ，本文では

便宜上飯能礫層・仏子粘土層・三ツ木礫層下部層までを

K層とし，三ッ木礫層中部層を下部M互層，三ツ木礫層

上部と谷ツ粘土層を上部M互層とした．またその上位を

芋窪礫層と，さらに上位の所沢台礫層に区分した。

　新座市試錐井での上部M互層の下部に当たる96・6～

110．5mは珪藻化石から淡水の堆積環境にあることが解

った．これに相当する層準は所沢市試錐井では厚い礫層

となっている．この層準以上の上部M互層は，新座市試

錐井では岩相と珪藻化石から瀕海～浅海性環境と考えら

れる．所沢市試錐井では化石は産しないが，岩相とサン

ドパイプの存在から，同様の環境と推定される．

　下部M互層は，両試錐井ともに，珪藻，有孔虫・貝化

石からみて汽水域ないし瀕海～浅海性であったと考えら

れる．

　K層は新座市試錐井においては，貝，有孔虫，珪藻化

石のいずれからみても最上部は内湾性であり，215m以

下は外洋性の要素が強くあらわれている．

　2試錐のコアの研究からは，現在までのところ，M互

層のすべてが上総層群であるという直接の決め手は得ら
』
れ
な かった．しかし，地下におけるM互層が狭山丘陵の

谷ツ粘土層へとスムーズに連続しているところからみて

　（第7図），その可能性は大きい．

玉6一（394）



埼玉県新座市・所沢市の試錐井とそれに関連する地表および地下地質（森・垣見・大山・石田・阿久津・田尻）

　今後，M互層を地史のなかにさらに正確に位置づけた

うえ，これを関東平野の地下へ追跡することによって，

関東造盆地運動の実態がより精密に解明されることが期

待される．
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